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大
坂
の
被
差
別
部
落
、
役
人
村
と
し
て
の
渡
辺
村
に
つ
い
て
は
、

そ
の
重
要
性
に
よ
っ
て
、
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
て
、
本
論
文

で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
「
木
津
村
文
書
」
に
つ
い
て
も
、
早
く

（
１
）
 

上
田
正
昭
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
お
り
、
盛
田
嘉
徳
は
新
た
な
記
録

の
紹
介
と
と
も
に
、
渡
辺
村
に
つ
い
て
の
分
析
を
お
こ
な
い
、
近

（
２
）
 

年
で
は
寺
木
伸
明
ら
の
仕
事
な
ど
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

「
木
津
村
文
書
」
に
含
ま
れ
る
渡
辺
村
の
状
況
を
考
察
し
た
い
と

思
う
。

同
様
か
、
さ
ら
に
き
び
し
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

木
津
村
は
面
積
一
八
九
町
八
反
四
畝
一
八
歩
・
高
一
一
六
二
一
一
一
石

一
斗
二
升
五
合
の
か
な
り
の
大
村
で
あ
る
が
、
田
地
は
八
畝
あ
っ

た
時
が
あ
る
が
、
の
ち
に
な
る
と
ほ
ぼ
畑
地
で
あ
る
。
だ
い
た
い

難
波
村
な
ど
大
坂
南
郊
の
村
は
畑
地
が
多
く
、
野
菜
な
ど
を
つ
く

り
、
大
坂
市
中
に
売
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
木
津
村
も
野
菜
や
木

綿
を
作
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
木
綿
作
は
大
坂
南
部
が
日
本

で
も
有
数
の
産
地
で
あ
っ
た
。
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
で
は
木

綿
作
は
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
同
三
年
に
は
一
一
一
○
パ
ー
セ
ン
ト
と
あ

る
。
文
化
六
年
（
’
八
○
九
）
五
月
一
一
六
曰
、
代
官
宛
木
津
村
庄

屋
・
年
寄
申
状
に
は
、
木
綿
作
方
一
○
六
町
六
反
六
畝
一
五
歩
で
、

そ
の
う
ち
六
九
町
一
一
一
反
一
一
一
畝
一
○
歩
が
中
痛
、
三
七
町
一
一
一
反
一
一
一
畝

五
歩
が
大
痛
と
な
っ
て
い
た
。
先
の
土
地
面
積
か
ら
計
算
し
て
、

木
綿
作
は
五
六
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
弱
と
な
る
。
一
般
的
傾
向
と
し

て
大
坂
南
部
地
域
の
綿
作
は
、
一
七
世
紀
に
は
盛
ん
で
、
現
大
阪

市
平
野
区
で
は
畑
で
は
八
○
・
九
○
パ
ー
セ
ン
ト
、
田
地
で
も
五

○
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ん
で
い
た
。
一
八
世
紀
に
は
他
地
域
と
の
競

争
で
、
少
し
作
付
面
積
が
減
る
が
、
そ
れ
で
も
か
な
り
の
栽
培
を

お
こ
な
っ
た
。
木
津
村
の
概
況
は
三
○
～
五
○
パ
ー
セ
ン
ト
台
を

上
下
し
な
が
ら
、
盛
ん
に
木
綿
を
作
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
あ

と
は
野
菜
な
ど
を
作
り
、
裏
作
に
麦
を
植
え
た
。
牛
馬
は
飼
っ
て

い
な
い
。
ま
た
明
細
帳
に
は
、
男
は
曰
用
稼
ぎ
、
女
は
毛
綿
糸
稼

渡
辺
村
は
、
大
坂
の
被
差
別
部
落
で
あ
る
が
、
そ
の
村
名
が
示

； 
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す
よ
う
に
、
中
世
末
に
は
大
川
の
岸
近
い
北
渡
辺
に
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
大
阪
市
域
内
に
分
散
し
て
存
在
し
て
い

た
部
落
と
と
も
に
下
難
波
に
移
さ
れ
た
が
、
元
禄
一
一
年
（
一
六

九
八
）
に
は
東
成
郡
野
江
へ
替
地
を
与
え
ら
れ
、
「
水
所
」
な
の
で
、

移
転
を
嘆
願
し
て
、
木
津
村
七
反
島
に
移
っ
た
が
、
こ
れ
も
「
水

所
」
な
の
で
、
同
一
四
年
に
同
じ
木
津
村
内
で
堂
面
の
西
の
新
田

で
免
租
地
七
五
五
○
坪
、
七
瀬
川
沿
い
の
新
田
で
貢
納
地
五
六
八

○
坪
を
与
え
ら
れ
、
こ
こ
に
落
ち
着
い
た
の
で
あ
っ
た
。
総
計
一

一
一
三
一
一
一
○
坪
で
、
四
町
四
反
一
畝
と
な
る
。
さ
て
木
津
本
村
は
十

三
間
川
に
沿
い
、
天
王
寺
村
と
今
宮
村
の
「
悪
水
落
堀
」
が
あ
り
、

多
く
の
井
路
が
通
っ
て
い
る
「
水
損
場
」
で
あ
っ
た
。
大
坂
の
町

は
東
に
上
町
台
地
が
あ
り
、
西
へ
下
っ
て
い
く
か
ら
海
に
近
い
場

所
は
芦
の
茂
る
荒
れ
地
で
、
そ
れ
が
元
禄
以
降
、
新
田
が
で
き
、

し
だ
い
に
開
発
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
渡
辺
村
も
荒
れ
地

に
移
さ
れ
て
住
み
着
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
状
況
も
木
津
村
と

史
料
が
な
い
た
め
渡
辺
村
に
つ
い
て
は
、
移
転
後
の
本
村
の
状

況
か
ら
類
推
す
る
他
は
な
い
。

ま
ず
、
概
況
か
ら
み
よ
う
。
元
禄
一
四
年
に
替
地
と
し
て
得
た

土
地
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
木
津
村
堂
面
の
西
の
新
田
で
免

租
地
七
五
五
○
坪
、
七
瀬
新
田
で
貢
租
地
五
六
八
○
坪
、
合
わ
せ

て
一
三
一
一
一
一
一
○
坪
で
あ
っ
た
。
四
町
四
反
一
畝
と
な
る
。

元
禄
一
四
年
五
月
の
「
穣
多
村
所
替
屋
舗
地
反
畝
分
米
員
数
帳
」

は
移
転
後
の
本
村
の
状
況
を
示
す
が
、
大
樋
口
と
堂
面
の
二
つ
の

小
字
が
あ
り
、
大
樋
口
は
計
一
五
筆
、
う
ち
下
々
畑
九
筆
・
下
畑

六
筆
、
堂
面
は
下
畑
七
○
筆
と
な
っ
て
い
る
。
大
樋
口
は
字
名
の

示
す
如
く
、
井
路
筋
に
近
く
低
湿
の
悪
い
土
地
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
下
々
畑
が
多
い
、
ま
た
惣
作
の
地
も
二
筆
を
除
い
て
、
こ

こ
に
あ
る
。
田
地
の
低
品
質
は
わ
か
る
が
、
畑
作
地
の
場
合
、
こ

の
よ
う
に
下
々
畑
・
下
畑
と
い
う
の
は
珍
し
い
。
低
湿
地
で
あ
る

た
め
冠
水
す
る
の
か
、
砂
地
で
あ
る
こ
と
が
理
由
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
に
屋
敷
を
建
て
た
の
で
あ
る
。
こ
の
土
地
に
つ
い
て
、
気
の
付

く
こ
と
は
、
惣
作
の
こ
と
で
、
一
○
筆
・
三
反
三
畝
四
歩
で
、
旧

渡
辺
村
高
の
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
て
い
る
。
こ
れ
は
本
村
で
配

ざ
を
お
こ
な
う
と
な
っ
て
い
る
。
大
坂
近
郊
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
り
、
男
性
は
旦
雇
い
稼
ぎ
に
出
た
で
あ
ろ

う
し
、
女
性
は
木
綿
糸
紡
ぎ
を
副
業
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

脇
田

修
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ま
た
「
外
」
と
し
て

③
｜
当
村
下
畑
之
内
高
弐
拾
四
石
九
升穣
多
役
人
村
居
屋
敷
高

此
反
別
弐
町
壱
反
九
畝
歩
但
石
盛
壱
石
壱
斗
代

が
あ
っ
た
。

こ
の
三
口
を
あ
わ
せ
て
、
高
七
○
石
八
斗
五
升
一
一
一
合
、
面
積
は

六
町
四
反
四
畝
九
分
二
厘
で
、
増
屋
敷
分
・
小
前
所
持
分
・
居
屋

敷
分
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
区
分
内
容
は
正
確
に
は
わ
か
ら

な
い
が
、
⑪
増
屋
敷
は
渡
辺
村
の
拡
張
分
、
②
は
渡
辺
村
の
貢
租

地
、
③
は
渡
辺
村
の
元
か
ら
の
屋
敷
地
で
、
免
租
地
と
考
え
ら
れ

る
。
木
津
村
領
に
移
っ
た
さ
い
の
面
積
か
ら
い
う
と
、
②
は
一
一
町

六
反
余
で
、
一
町
九
反
弱
か
ら
七
反
余
の
増
、
③
を
免
租
地
二
町

五
反
余
か
ら
三
反
余
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
初
期
の
貢
租
地
と

免
租
地
を
、
そ
れ
ぞ
れ
②
③
と
考
え
る
前
提
に
立
っ
て
い
る
か
ら
、

断
案
と
は
言
い
が
た
い
が
、
増
加
と
減
少
を
示
し
て
い
る
。
屋
敷

高
で
い
う
と
、
渡
辺
村
の
人
口
・
家
数
の
増
加
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
か
ら
、
こ
れ
は
③
の
屋
敷
地
が
井
路
な
ど
の
た
め
減
少
し
た

ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
他
に
⑪
の
増
屋
敷
が
で
き
た
た
め
、

こ
こ
に
吸
収
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
⑩
増
屋
敷
分
は
穣
多
年
寄
喜
左
衛
門
支

配
、
②
小
前
所
持
高
に
つ
い
て
は
木
津
村
又
兵
衛
と
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
小
前
所
持
高
と
あ
る
の
は
、
通
常
の
畑
地
で
、
こ

こ
の
土
地
は
、
通
常
の
村
落
と
同
じ
く
年
貢
を
納
め
た
が
、
少

し
状
況
の
異
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
多
く
の
時
期
、
木
津

村
か
ら
年
貢
を
銀
で
取
り
立
て
て
、
一
緒
に
納
め
た
が
、
享
保
一

○
年
か
ら
宝
暦
二
年
ま
で
の
三
○
年
は
、
そ
の
六
割
が
米
納
年
貢

で
あ
っ
た
た
め
、
「
同
国
米
を
以
、
買
納
」
し
た
と
い
う
。
米
を
生

産
し
な
い
の
に
年
貢
で
納
め
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
摂
津
国
の

産
米
を
買
米
に
し
た
の
で
あ
る
。
幸
い
大
坂
米
市
場
も
あ
り
、
米

を
入
手
す
る
の
は
簡
単
で
あ
っ
た
し
、
大
坂
の
南
部
近
郊
農
村
で

は
村
高
の
五
割
を
超
え
る
綿
作
を
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
買
米
を

（
３
）
 

お
こ
な
う
こ
と
が
並
曰
遍
化
し
て
お
り
、
木
津
村
は
畑
作
地
で
米
作

を
し
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
年
貢
率
は
四
割
九
九
九
で
あ
る
か
ら
、
実
質
五
割
で
あ
る

が
、
な
ぜ
か
少
し
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
周
辺
各
村
よ
り
低

い
。
畑
作
地
と
し
て
の
率
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
こ
れ
は
定
免
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
寛
延
二
年
二
七
四
九
）
四
月
、
定
免

制
を
施
行
し
よ
う
と
す
る
さ
い
に
は
、
木
津
村
も
反
対
し
て
い
る
。

享
保
改
革
以
降
に
は
、
幕
府
は
年
貢
収
入
の
安
定
を
図
っ
て
、
一

○
年
な
ら
一
○
年
を
、
｜
定
の
年
貢
率
に
す
る
定
免
制
に
し
よ
う

と
す
る
が
、
そ
の
さ
い
以
前
の
平
均
よ
り
少
し
高
め
に
定
め
よ
う

分
す
る
さ
い
に
、
下
畑
・
下
々
畑
を
あ
て
る
こ
と
に
よ
り
被
害
を

少
な
く
す
る
と
と
も
に
引
受
人
が
な
い
分
を
惣
作
の
土
地
で
あ
て

た
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
の
土
地
は
、
》

れ
は
必
ず
し
も
畑
作
を
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
皮
干
し
場
や
作

業
場
ま
た
屋
敷
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
安
政
二
年
二
八
五

五
）
正
月
、
池
田
屋
つ
き
一
札
で
は
堂
面
の
「
細
工
所
」
と
し
て

い
る
。
増
屋
敷
分
が
稔
多
年
寄
の
支
配
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
屋

敷
登
録
人
が
す
べ
て
渡
辺
村
の
住
民
で
あ
っ
た
か
ら
で
、
逆
に
「
小

前
所
持
高
」
と
あ
る
の
は
、
な
か
に
は
本
村
の
又
兵
衛
な
ど
の
所

持
地
が
あ
り
、
そ
の
た
め
世
話
人
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

も
う
少
し
屋
敷
地
に
つ
い
て
わ
か
る
史
料
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

「
木
津
村
稔
多
古
屋
敷
代
地
割
帳
」
に
よ
れ
ば
、
七
反
嶋
一
五

筆
（
貼
書
分
を
含
む
と
二
一
筆
）
、
出
城
三
○
筆
で
、
計
一
町
九
反

一
畝
二
七
歩
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
に
北
・
岡
・
新
・
大
道
・

中
各
町
の
惣
作
分
が
五
筆
三
割
弱
を
占
め
る
）
あ
る
。
こ
れ
も

先
述
の
よ
う
に
引
受
人
が
な
か
っ
た
た
め
の
措
置
で
あ
ろ
う
。
ま

た
「
木
津
村
穣
多
新
屋
敷
代
地
割
帳
」
に
は
、
大
樋
口
に
下
々
畑

九
筆
・
下
畑
一
筆
、
堂
面
に
下
畑
五
五
筆
が
あ
り
、
計
一
町
九
反

四
畝
一
五
歩
二
半
で
、
岡
次
郎
右
衛
門
の
道
代
八
歩
二
半
・
二
升

五
合
な
ど
を
引
い
て
い
る
。
こ
の
数
字
も
先
の
屋
敷
分
の
ど
れ
に

あ
た
る
か
確
定
し
に
く
い
。

屋
敷
を
め
ぐ
る
問
題
で
は
、
人
口
増
加
に
よ
り
木
津
村
へ
渡
辺

村
の
村
人
が
建
家
を
す
る
た
め
に
起
こ
る
紛
争
で
あ
る
。
宝
暦
一

一
年
（
’
七
六
一
）
一
○
月
、
中
嶋
屋
加
兵
衛
が
木
津
村
大
樋
の

畑
を
買
い
、
建
家
を
願
っ
た
が
、
木
津
村
で
は
差
障
る
と
拒
否
し

②
村
高
弐
千
六
百
弐
拾
三
石
壱
斗
弐
升
五
合
ノ
内

木
津
村
領
支
配
高
之
内

一
高
弐
拾
八
石
六
斗
三
升
九
合

穣
多
役
人
村

此
反
別
弐
町
六
反
拾
六
分
弐
厘
小
前
所
持
高

免
四
つ
九
分
九
厘
九
毛
余

世
話
人
木
津
村
又
兵
衛

⑪
村
高
弐
千
六
百
弐
拾
三
石
壱
斗
弐
升
五
合
ノ
内

木
津
村
領
支
配
高
之
内

一
高
拾
八
石
壱
斗
弐
升
四
合

穣
多
増
屋
敷
高

此
反
別
壱
町
六
反
四
畝
弐
拾
三
歩

稔
多
年
寄
喜
左
衛
門
支
配

免
四
つ
九
分
九
厘
九
毛
余

役
人
村

と
す
る
た
め
、
各
村
で
反
対
を
し
て
い
る
。
こ
の
村
も
同
じ
で
あ

っ
た
ろ
う
。

ま
た
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
。

三
村
の
支
配
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延
享
三
年
二
七
四
六
）
木
津
村
明
細
帳
に
よ
れ
ば
「
当
村
之

儀
は
水
損
場
一
一
而
御
座
候
」
と
あ
り
、
「
但
、
東
は
東
成
郡
地
高
之

村
々
よ
り
悪
水
落
来
候
二
付
、
西
拾
三
間
川
一
一
悪
水
仕
兼
、
数
度

水
損
仕
候
」
と
記
し
て
い
る
。
東
は
上
町
台
地
に
続
く
高
地
で
、

そ
の
水
が
流
れ
込
ん
で
く
る
が
、
そ
れ
を
十
三
間
川
で
捌
き
切
れ

な
い
た
め
、
水
害
が
起
こ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
用
悪
水
樋
は
一

五
か
所
に
設
け
て
い
る
が
、
そ
れ
が
機
能
し
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
現
在
は
安
定
し
て
い
る
が
、
近
代
に
な
っ
て
も
風
水

害
が
あ
り
、
敗
戦
後
に
は
施
設
も
作
動
せ
ず
、
た
び
た
び
大
阪
市

内
は
水
害
を
う
け
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

さ
て
新
規
の
川
筋
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

明
和
元
年
二
七
六
四
）
七
月
、
天
王
寺
村
な
ど
が
新
川
を
掘
ろ

う
と
し
て
、
木
津
村
か
ら
支
障
あ
り
と
反
対
し
て
い
る
。
寛
政
元

年
二
七
八
九
）
六
月
、
江
戸
神
田
鍋
町
治
兵
衛
店
の
良
助
な
る

州
も
含
ま
れ
る
。
渡
辺
村
の
活
動
が
畿
内
か
ら
西
曰
本
に
及
ん
で

い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
な
か
で
多
い
の
は
岸
部
（
大
阪

府
）
で
、
こ
れ
は
有
力
者
が
あ
り
、
そ
の
一
統
が
い
る
た
め
か
も

知
れ
な
い
。
ま
た
渡
辺
村
に
近
い
住
吉
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る

が
、
他
は
大
部
落
の
存
在
す
る
地
域
で
あ
る
。

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
幕
末
ま
で
続
い
た
。
享
和
三
年
二

八
○
三
）
九
月
に
は
物
入
小
屋
の
取
り
除
き
を
命
じ
ら
れ
、
年
寄

住
吉
屋
喜
右
衛
門
・
和
泉
屋
利
兵
衛
が
翌
年
正
月
晦
曰
迄
曰
延
を

願
い
、
実
際
は
三
月
晦
曰
か
ら
四
月
七
曰
の
間
に
済
ま
せ
た
。
こ

れ
に
は
渡
辺
村
年
寄
が
願
い
出
て
い
る
か
ら
、
村
の
生
活
に
必
要

な
作
業
小
屋
で
あ
っ
た
ろ
う
。
文
化
四
年
正
月
晦
曰
ま
で
に
建
家

取
り
払
い
を
命
ぜ
ら
れ
、
二
月
に
報
告
し
て
い
る
。
た
だ
居
宅
・

土
蔵
へ
の
建
添
は
取
り
払
い
、
今
後
は
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
を

誓
っ
て
い
る
の
は
、
渡
辺
村
内
の
こ
と
と
す
る
と
、
な
ぜ
こ
れ
が

禁
じ
ら
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
文
化
一
四
年
一
二
月
、
木
津
村

堂
面
の
畑
小
屋
掛
地
面
を
所
持
し
て
い
る
が
、
当
年
は
小
屋
掛
等

も
未
だ
建
て
揃
わ
な
い
の
で
、
年
貢
な
ど
は
用
捨
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
渡
辺
村
地
内
の
畑
地
に
小
屋
を
作
っ
た
の

で
あ
る
が
、
通
常
で
は
畑
地
で
は
畑
作
を
す
る
の
が
、
こ
こ
で
は

皮
革
作
業
を
す
る
た
め
に
使
用
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
願
う
の
で
あ
る
。

ま
た
子
年
に
は
堂
面
で
小
作
人
彦
三
郎
が
役
人
村
某
に
納
屋
を

建
て
さ
せ
た
の
で
撤
去
さ
せ
ら
れ
て
い
る
し
、
子
年
六
月
に
は
畑

納
屋
に
い
た
宗
心
を
市
兵
衛
が
引
き
取
る
旨
の
覚
え
が
残
っ
て
い

る
。
納
屋
と
い
っ
て
も
人
が
住
む
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
文

政
二
年
（
一
八
一
九
）
正
月
に
も
木
津
村
内
の
小
家
建
を
撤
去
せ

よ
と
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
絶
え
ず
こ
の
問
題
は
起
こ
っ
て
い

四
水
利
問
題

男
が
、
難
波
・
木
津
村
境
鼬
川
の
葭
場
の
新
田
開
発
を
願
っ
て
い

る
が
、
両
村
が
反
対
し
て
い
る
。
借
家
人
と
思
わ
れ
る
男
の
企
画

で
あ
る
し
、
そ
れ
ほ
ど
資
力
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
葭
場
は
水

害
の
防
止
や
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
も
っ
て
い
る
の
で
反
対
す
る
の

は
当
然
で
あ
ろ
う
。
文
化
四
・
五
年
二
八
○
七
・
八
）
に
は
大

流
川
床
に
す
る
た
め
、
関
係
す
る
土
地
を
庄
屋
・
年
寄
が
集
め
て

い
る
。
渡
辺
村
と
関
係
す
る
の
か
、
こ
の
実
態
は
わ
か
ら
な
い
。

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
一
○
月
、
十
三
間
川
通
国
役
堤
の
腹

に
あ
る
延
三
四
間
の
岸
岐
の
際
へ
、
村
の
水
防
道
具
小
屋
が
あ
る

が
、
こ
こ
へ
渡
辺
村
か
ら
「
諸
入
用
相
弁
」
と
し
て
、
杭
木
百
本
・

明
俵
二
百
俵
を
入
れ
置
く
と
し
て
い
る
。
国
役
堤
は
重
要
な
河
川

の
場
合
、
幕
府
が
管
理
し
、
一
国
規
模
で
夫
役
を
課
し
て
保
全
を

図
る
が
、
十
三
間
川
は
そ
れ
に
あ
た
り
、
渡
辺
村
は
木
津
村
と
の

関
係
で
、
杭
や
土
を
詰
め
て
土
嚢
を
つ
く
る
空
き
俵
を
入
れ
て
お

く
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
木
津
村
に
悪
水
・
用
水
樋
が
一
五
か
所
あ
っ
て
、
縦
横
に

水
が
流
れ
て
い
た
か
ら
、
渡
辺
村
に
も
井
路
が
あ
っ
て
村
内
を
潤

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
皮
革
業
の
た
め
、
用
水
の
確

保
と
悪
水
の
排
水
が
重
要
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
享
和
二
年
二

八
○
二
）
七
月
、
木
津
村
が
大
樋
口
を
廃
棄
し
よ
う
と
し
た
さ
い
、

渡
辺
村
は
存
続
願
い
を
だ
し
て
、
樋
渡
い
を
す
る
こ
と
を
申
し
出

て
い
る
が
、
そ
れ
は
大
樋
口
か
ら
の
取
水
の
重
要
さ
を
示
し
て
い

た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
と
き
は
前
年
一
二
月
大
晦
曰
に
大

火
事
が
起
こ
り
、
「
建
家
八
九
部
通
り
焼
失
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
大
火
に
は
大
坂
町
人
か
ら
援
助
の
米
が
お
び
た
だ
し
く

送
ら
れ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
て
（
『
摂
陽
奇
観
ご
差
別
の
強
い

徳
川
社
会
に
あ
っ
て
、
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
も
あ
っ
て
、
こ
の
撤
去
は
四
月
晦
曰
ま
で
曰
延
、
つ
い
で
六
月

晦
曰
、
九
月
晦
曰
ま
で
と
し
、
さ
ら
に
一
二
月
晦
曰
ま
で
曰
延
べ

を
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

な
お
人
口
の
増
加
は
、
移
住
に
よ
る
こ
と
も
多
い
。
渡
辺
村
の

人
口
増
加
は
、
中
期
ま
で
は
か
な
り
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

各
地
か
ら
移
住
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
正
確
に

示
す
史
料
は
な
い
が
、
村
人
の
屋
号
は
そ
れ
を
う
か
が
わ
せ
る
。

役
人
村
年
寄
と
し
て
、
讃
岐
・
住
吉
・
出
雲
・
播
磨
・
和
泉
の
屋

号
が
知
ら
れ
る
が
、
ま
た
太
鼓
又
の
よ
う
に
職
業
を
屋
号
に
す
る

の
も
あ
り
、
｜
慨
に
は
い
え
な
い
が
、
判
明
す
る
か
ぎ
り
あ
げ
て

お
こ
う
。

近
畿
和
泉
・
堺
・
住
吉
・
岸
部
・
池
田
・
播
磨
・
明
石
・

京
・
八
幡
・
大
和
・
奈
良
・
紀
伊

そ
の
他
備
中
・
讃
岐
・
出
雲
・
曰
向

こ
の
地
名
は
、
近
畿
以
東
は
存
在
し
な
い
が
、
西
は
四
国
・
九

jｌ 






